
 

 

 

三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：村林 聡、以下、MURC）と 

ハリタ金属株式会社（本社：富山県高岡市、代表取締役：張田 真、以下、ハリタ金属）は、「限りある天然資源を有効活用

しながら、資源効率性の高い持続的に発展可能な経済社会（循環経済社会）の実現を目指す」ことを理念に掲げ、循環

経済（サーキュラーエコノミー）型ビジネスの普及と定着に取り組むプラットフォームとして「一般社団法人 循環経済協会」

を設立しました。 

 

 

 

1．趣旨・背景 

循環経済型ビジネスとは、循環経済社会の実現に寄与しながら、複数の事業者が連携し、また顧客に一層寄り添いな

がら、新たな付加価値を生み出していくビジネスです。循環経済は、資源の大量消費に依存しない経済発展のあり方とし

て、2011 年に国連環境計画（UNEP）が基本的な考え方を提唱しました 1。世界を見渡すと、新興国政府が廃棄物等の

輸入を規制し、各国でプラスチック利用を見直す動きが始まるなど、廃棄物を大量に発生し続けながら発展する経済のあ

り方が見直されつつあります。中国が 2008 年に「循環経済促進法」を制定し、欧州連合（EU）も 2015 年に「Circular 

Economy Package」を策定、2018 年には循環経済に関する国際標準化組織として「ISO/TC323（Circular 

Economy）」が設置されるなか、日本政府も 2020 年に「循環経済ビジョン」2を発表しました。また、新型コロナウイルスの

感染拡大によって「生活・しごとのデジタル化」が加速したことは、循環経済社会が目指す複数主体間における情報連携

の推進や「コト消費（モノを消費するのではなく、機能を消費する）」の追い風にもなっています。 

こうしたなか、資源効率性の向上や事業者間連携を実現する新たなビジネスモデルの開発や実装拡大を推進すべく、

今般、ISO/TC323 の国内審議委員会委員長である中村崇名誉教授を会長にお迎えし、同委員会委員である張田真

（ハリタ金属）及び清水孝太郎（MURC）が中心となり、当社団法人を設立するに至りました。 

社団法人の概要は下記のとおりです。事業初年度は同社団法人の周知や新たな会員募集に注力し、第 2 年度（2021

年 10 月～）から本格的に事業を開始する予定です。会員に対して循環経済型ビジネスに関する情報提供等を行うほ

か、会員からの問題提起等を取り入れながら政府への提言、また各種標準化活動への参画を行ってまいります。  

                                                
1 UNEPレポート https://www.unep.org/resources/report/decoupling-natural-resource-use-and-environmental-impacts-
economic-growth-summary 
2 経済産業省ニュースリリース https://www.meti.go.jp/press/2020/05/20200522004/20200522004.html 
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※同じ内容のプレスリリースがハリタ金属株式会社からも配信されております 
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2．社団法人の概要 

（1） 設立概要 

名称：一般社団法人 循環経済協会（非営利型法人） 
主たる事務所：東京都港区（MURC 本社内） 
設立年月日：2021 年 2 月 26 日 
役員等（全員非常勤） 

会長（理事）：中村 崇（東北大学名誉教授、産構審・廃棄物小委員長、ISO/TC323 国内審議委員長等） 
理事：張田 真（ハリタ金属 代表取締役社長、ISO/TC323 国内審議委員会委員） 
理事：清水 孝太郎（MURC 持続可能社会部長・上席主任研究員、ISO/TC323 国内審議委員会委員） 
監事：須藤 健（須藤公認会計士事務所代表・サン共同会計事務所パートナー／公認会計士） 

事業年度：10 月 1 日～9 月 30 日 
（2） 会員制度 

社員正会員：法人法上の社員となる法人 
正会員 A：法人（特に政策提言や標準化等の協会内委員会活動に参画する法人） 
正会員 B：上記以外の法人 
賛助会員：個人（研究者・有識者等）、団体（自治体等含む） 

（3） 主な事業内容 

① 循環経済に関する調査研究（自主・受託）および情報提供の実施 
② 循環経済に関する講演会および研修会の実施 
③ 循環経済に関する内外関係機関（政府・標準化関連機関）等との交流および協力 
④ 循環経済に関する会員の知見交流活動 

（4） ホームページ 

https://www.ce-association.org 
 

3．各組織の概要 

■ハリタ金属株式会社について 

ハリタ金属は、金属リサイクル事業・廃棄物処理事業・家電リサイクル事業を中心に各種リサイクル法にも対応している

総合リサイクル企業です。これまで、動静脈一体車両リサイクルや太陽光発電パネルリサイクルなど国のプロジェクトに

参画しながら、未来を見据えて新たなリサイクルシステムを構築してきました。 
当分野においては、“世界初”高速鉄道のアルミニウム水平リサイクルを実現し、従来にはない新たな付加価値を生み

出す循環経済型システムの社会実装に成功しています。 
ホームページ： https://www.harita.co.jp/ 

 
■三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社について 

三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティングは、三菱 UFJ フィナンシャルグループ（MUFG）のシンクタンク・コンサルティ

ングファームです。 
当分野においては、経済産業省「循環経済ビジョン」の事務局事業者として各種調査や分析の経験があるほか、全世

界における循環経済型ビジネスの事例収集や分析、事業者を情報連携させた資源効率性の高いコンソーシアムの実

証等を行っています。 
ホームページ： https://www.murc.jp/ 
https://www.murc.jp/corporate/policy_research_cnsl/tokyo/sustainable_society/circular_economy/ 
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【本件に関するお問い合わせ】 
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 
一般社団法人 循環経済協会 事務局  迫田 E-mail：cea@murc.jp 

【報道機関からのお問い合わせ】 
コーポレート・コミュニケーション室  梨子本・廣瀬  E-mail：info@murc.jp 

配布先：経済産業記者会、環境省記者クラブ（環境問題研究会）、環境記者会、金融記者クラブ 
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